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東海村と原子力の将来像
「TOKAI原子力サイエンスタウン構想」が決定しました

　村では、当地域において目指すべき原子力の将来像と、その原子力と地域社会が調和したまちづく
りの将来像を「原子力とまちづくりの総合的な将来ビジョン」として併せて描くこととし、平成22年６
月から、「東海村を原子力センターにする懇談会」および「東海村と原子力の未来を考える有識者会議」
を設置し、合計12回の会議を開催するなど、議論を重ねてきました。そして、平成24年12月、東海村
と原子力の将来像「TOKAI原子力サイエンスタウン構想」が決定しました。以下に、「TOKAI原子力サ
イエンスタウン構想」の概要を紹介します。なお、詳細は村公式ホームページをご覧ください。

「TOKAI原子力サイエンスタウン構想」の理念･視点

東海村の特徴（東海村らしさ）
●わが国の原子力を半世紀にわたって先導（パイオニア）し、原子力利用の重さも体感
（ＪＣＯ臨界事故など大事故を経験）

●原子力の研究開発を総合的に実施できる高度な人材と施設･設備が集積（世界的にも稀
け う

有）
●多くの科学者･技術者がこの地域に「終

つ い

の棲
す み か

家」を得ており、地域社会と原子力が融合し
文化が創造されつつある

　「TOKAI原子力サイエンスタウン構想」は、東海村と原子力に関する特徴や原子力をめぐる状況、期
待と役割を踏まえ、“東海村らしさ”を活かした原子力に関するサイエンスと人づくり等の拠点として
世界に貢献する「21世紀型の新たな“ＣＯＥ（Center Of Excellence）”」となることを目指すとともに、併
せて、このような原子力と地域社会が調和したまちづくりを推進するものです。

【第１ステージ　20世紀型】
◆右肩上がりの経済　
◆右肩上がりの経済に呼応した原子力のエネルギー利用の拡大（原子力の研究開発や原子力

発電の開始から核燃料サイクルの事業化まで）
◆村は、国主導の下での「原子力センター」

【第２ステージ　21世紀型】
◆地域社会が主体となって提言･行動する原子力とまちづくり⇒総合的な将来ビジョンを策定

し、原子力と地域社会の新しい共存関係や、地域社会と国との新たな友好関係を構築して、
各種取り組みを推進

◆「文化的な価値」や「社会的な価値」の重視⇒即効的な経済効果は求めない
◆２つのキーワード⇒▽“東海村らしさ”を活かす▽ 国際化･オープン化

～社会的背景の変化～
●地域主権
●経済至上主義からの脱却（真に豊かで

持続可能な社会）
●福島第一原子力発電所の事故を受けた

国の「脱原発依存」の基本方針

～期待と役割～
●原子力に関するサイエンスと人づくり

等の分野で世界に貢献
●地域社会と世界の安全･安心のために

できることは何か
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TOKAI原子力サイエンスタウンが目指す方向性

●Ｊ‐ＰＡＲＣや研究炉（ニュートリノ研究
や量子ビーム利用）、BNCT（ホウ素中性
子捕捉療法）

●原子力に関する最先端総合科学とその産業･
医療利用の拠点づくり（下記の「国際的かつ
オープンなまちづくり」と特に調和）

最先端の原子力科学や原子力基
礎･基盤研究とその産業･医療利用

●甚大なリスクを持つ原子力が純粋に科学的
にコントロールされず、いわゆる「原子力
安全神話」や「原子力ムラ」が生まれた背景
の考察

●リスクを知り、リスクを議論し、リスクに
関し政策提言することができる場

●利害関係を離れた自由な議論の場、さまざ
まな価値観や考え方について率直かつ柔軟
に議論できる場

社会科学･政策科学の知を集約し
研究･提言

●福島第一原子力発電所の事故の収束･処理
や環境修復への貢献（「常磐･浜通り地域」と
して一体的に捉え連携･協力、地域社会（行
政）との間での連携も交えた総合的な取り
組みを検討）

●安全性向上への取り組み（原子力規制委員
会への支援等）

●廃炉･廃止措置や放射性廃棄物の処理･処分
などの試験研究や実証

●核不拡散･核セキュリティに貢献する取り
組み

原子力の安全などの課題の解決
の先導

●問い合わせ　まちづくり国際化推進課（☎282-1711 内線1341）

　今後、村は、原子力とまちづくりの総合的な将来ビジョンである「TOKAI原子力サイエンスタウン構
想」に、率先したけん引役やコーディネーターとしての役割を果たしていきます。また、村と県や社会
的･経済的･文化的･人的つながりをもつ周辺市町村、日本原子力研究開発機構、大学などの関係機関が
共に、本構想に掲げられた基本的な理念･視点を共有し、原子力と地域社会の新しい共存関係や、地域
社会と国との新たな友好関係を構築し、国の理解を得て、本構想に基づく各種取り組みを協働で積極
的に進めていきます。

～優先順位はなく同等～

◆ＩＡＥＡ等との協力による、アジアをはじ
めとした国際的な人材育成ネットワークの
ハブ

◆世界も含めた次世代の優秀な研究者および技
術者の育成を目指した教育プログラムの充実

◆国や地方自治体の安全･防災担当職員の育成
◆原子力に対する深い思考力･洞察力や謙虚

さを有する人材育成、安全文化の醸成など

※東海第二発電所の再稼動の是非に関わる
喫緊の課題は、本構想に基づく取り組みと
は別に、今後、村民を交えて検討します。

TOKAI原子力サイエンスタウンが目指す方向性と調和する国際的かつオープンなまちづくり
研究･生活･滞在環境の整備、科学･文化･地域交流の推進などを推進し「多文化共生社会」を形成

国際的に活躍できる原子力人材
の育成

一体的に推進

分野共通
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「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
」

の
請
求
は
お
済
み
で
す
か

　

東
日
本
大
震
災
で
、
居
住
す
る
住
家
が
全
壊
す

る
な
ど
著
し
い
被
害
を
受
け
た
世
帯
に
対
し
、「
被

災
者
生
活
再
建
支
援
金
」（
基
礎
支
援
金･

加
算
支

援
金
）を
支
給
し
て
い
ま
す
。
申
請
期
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、
対
象
者
で
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対　
　

象	

①
住
家
が
全
壊
ま
た
は
大
規
模
半

壊
し
た
世
帯	

②
住
家
が
半
壊
し
、
ま
た
は
住

家
の
敷
地
に
被
害
が
生
じ
、
倒
壊
に
よ
る
危
険

を
防
止
す
る
等
の
理
由
で
や
む
を
得
ず
住
家
を

解
体
し
た
世
帯（
半
壊
解
体･

敷
地
被
害
解
体
）

■
支
給
額	

基
礎
支
援
金（
住
家
の
被
害
状
況

に
応
じ
て
支
給
）▼
全
壊･

半
壊
解
体･

敷
地
被

害
解
体
…
１
０
０
万
円	

大
規
模
半
壊
…
50
万

円	

加
算
支
援
金（
住
家
の
再
建
方
法
に
応
じ
て

支
給
）▼
建
設･

購
入
…
２
０
０
万
円	

補
修
…

１
０
０
万
円	

賃
借
…
50
万
円	

※
単
身
世
帯
は

４
分
の
３
の
金
額
に
な
り
ま
す
。

■
申
請
期
限	

基
礎
支
援
金
▼
４
月
10
日（
水
）ま
で	

加
算
支
援
金
▼
平
成
26
年
４
月
10
日（
木
）ま
で

■
そ
の
他	

半
壊
解
体
ま
た
は
敷
地
被
害
解
体

の
場
合
は
、
税
務
課（
役
場
行
政
棟
１
階
）で
発
行

す
る「
建
物
滅
失
証
明
書
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ	

社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
推
進
担

当（
☎
282
局
１
７
１
１	

内
線
１
１
８
３
）

～
基
礎
支
援
金
の
申
請
期
限
は
４
月
10
日（
水
）ま
で
～

東日本大震災で被災した宅地の復旧工
事費の２分の１を上限300万円まで補助

補助回数
　１宅地につき１回 ※１宅地に２人以上の所
有者等がいる場合も補助は１回のみです。

申請に必要なもの
　①申請書 ②工事費内訳書の写し ③工事内容
の分かる図面 ④復旧工事前･後の写真 ⑤所有
者の承諾書（共有者がいる方または所有者以外
の方が申請する場合） ⑥工事の領収書の原本 
⑦補助金の振込先金融機関の口座番号･口座名
義が分かるもの（通帳など）の原本 ⑧印鑑 ※⑥
⑦⑧は確認後に返却します。

申請方法
■申請期間 平成29年３月31日（金）まで
■受付時間 午前８時30分～午後４時30分（土･

日曜日、祝日を除く）※書類等の確認に10 ～
20分程度時間を要します。

■申請場所	 都市政策課（役場行政棟２階）
そ の 他

　▼申請書、領収書と振込金融機関の名義は同
一の方としてください。▼補助金の振り込みは、
金融機関への手続き等により１～２か月程度か
かります。

問い合わせ
　都市政策課建築担当（☎282-1711 内線1247）

補助対象者
　被災した宅地の所有者（固定資産税を滞納し
ていない方）または所有者から承諾を得ている
親族や占有者、管理者で、20万円以上の宅地復
旧工事（補助対象工事）を行った方 ※補助対象
工事を複数回もしくは数種類行った場合は、費
用を合計して申請できます。

補助対象工事
　▼土留めの除去、設置（コンクリートで造った土
留め等） ▼土地の整備（建設機械で宅地を平らにす
る工事等） ▼地下水の排水工事 ▼地盤改良 ▼液
状化対策 ▼住宅の建物の沈下の修正（ジャッキアッ
プ工事、くい打ち工事等） ▼その他、被災した宅地
の安全性の回復のために必要な宅地に係る工事

補 助 額
　復旧工事費の２分の１（上限300万円）

■補助対象外の工事 ▼コンクリートブロック塀
の設置、復旧 ▼簡易復旧工事（短期間で崩壊する
恐れのある工事） ▼建物の工事 ▼専門業者の施
工によらず、自らが施工した工事 ▼東日本大震災
以外を原因とする工事 ▼分譲マンションの共用部
分に係る宅地の工事 ▼居住の用に供されていない
部分が過半を占める建物に係る宅地の工事 ▼営
利を目的とする貸家または店舗に係る宅地の工事 
▼大震災の発生時以降に所有した方が行う工事 
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災害時に支援を要する方への
避難支援にご協力をお願いします

　この取り組みは、普段から地域で助け合うことで、少しでも災害時の被害を減らそうとするもの
です。災害時要援護者の方には、災害の程度や状況によって、必ずしも支援を受けられるとは限ら
ないことを了解いただいています。安心サポーターの方にも、「できる範囲」での支援をお願いする
もので、責任を負うものではありません。

　村では、災援プラン（「東海村災害時要援護者避難支援計画」）を平成24年２月に策定し、災害時に自
力で避難することが困難な方（「災害時要援護者」）を地域の中で支援する制度づくりを進めています。こ
の制度を「東海村災害時要援護者避難支援制度」といい、現在は自治会ごとに、自治会や民生委員･児童
委員が中心となってその制度づくりに取り組んでいますが、支援活動の際には地域の皆さんの力が欠か
せません。「災害時要援護者」の支援活動に、ぜひご協力ください。
　「災害時要援護者」とは…

　在宅で暮らし、障がいや体力の衰えなどにより災害時に自力で避難することが困難で、親族等の援護
が望めない次の方を対象としています。
●ひとり暮らしの高齢者　●日中１人になる高齢者　●高齢者のみの世帯の方　●身体障害者手帳や療
育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
　「東海村災害時要援護者避難支援制度」の仕組み

　災害時要援護者の情報を、本人の同意の下、地域の支援者（自治会、民生委員･児童委員）に提供し、
災害時に円滑に避難支援ができるようにする仕組みです。
　「災害時要援護者」への登録方法

　登録は、介護福祉課やなごみ･総合支援センターで受け付け
ています。なお、高齢者の方は、毎年村で実施している高齢者
状況調査の際に民生委員･児童委員が登録を確認します。また、
登録の際は「東海村災害時要援護者名簿登録申請書（個人情報
の外部提供に関する同意を含む）」を提出していただきます。
　「安心サポーター」への登録にご協力ください

　災害時要援護者の地域の支援者は、自治会、民生委員･児
童委員、そして近所に住む皆さんです。自治会や民生委員･児童委員は地域の取りまとめを行い、近所
に住む皆さんには「安心サポーター」として、災害時要援護者１人につき１～２人で支援をしていただき
ます。なお、「安心サポーター」は登録制です。近所に災害時要援護者が居住している場合は、自治会や
民生委員･児童委員が登録のお願いに伺います。その際は、ご協力をお願いします。

【安心サポーターが行う支援の例】

災害時要援護者

東海村

申し込み

交流

安否確認･避難支援

台帳
地域の支援者
●自治会
●民生委員･児童委員
●安心サポーター

災害時 平常時

▼安否の確認
▼目や耳の不自由な方に、避難勧告等の災害情
報を伝える

▼避難場所への誘導（付き添いや介助）
▼避難所での配慮など

▼声掛け、見守り
▼災害の発生に備えた準備活動（身体状況やかかり
つけ医等の情報把握、避難方法を事前に決める
など）※準備活動は、災害時要援護者本人や自治
会、民生委員･児童委員と協力して取り組みます。

●問い合わせ●介護福祉課高齢支援担当（☎282-1711 内線1164）●
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猫
は
増
え
続
け
ま
す 

責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
！

１
匹
の
メ
ス
猫
が
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
に
…

　

猫
は
生
後
７
か
月
ご
ろ
か
ら
妊
娠
し
、

年
３
回
ず
つ
子
猫
を
産
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
交
尾
す
る
と
ほ
ぼ
１
０
０
％
妊

娠
し
、
生
ま
れ
た
子
猫
の
約
半
分
は
メ

ス
な
の
で
、
避
妊
手
術
を
行
わ
な
い
と

“
ネ
ズ
ミ
算
”式
に
増
え
て
い
き
ま
す
。

避
妊･

去
勢
の
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
23
年
度
は
２
７
９
２
匹
の
猫
が

茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込

ま
れ
て
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。“
猫
は

室
内
で
飼
う
”と
い
う
こ
と
は
飼
い
主

と
し
て
の
マ
ナ
ー
で
す
が
、
万
が
一
外

に
出
て
し
ま
っ
た
と
き
の
た
め
に
も
責

任
を
持
っ
て
飼
い
猫
に
避
妊･

去
勢
手

術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

安
易
な
餌
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

野
良
猫
に
餌
を
与
え
て
い
る
方
に

も
、飼
い
主
と
同
じ
責
任
が
あ
り
ま
す
。

繁
殖
し
た
猫
が
近
所
へ
迷
惑
を
掛
け
る

だ
け
で
な
く
、
交
通
事
故
等
で
死
亡
す

る
不
幸
な
猫
を
増
や
し
て
し
ま
い
ま

す
。
安
易
な
餌
や
り
は
し
な
い
で
、
餌

を
与
え
る
場
合
は
飼
い
主
と
し
て
責
任

を
持
っ
て
室
内
で
飼
う
と
と
も
に
、
避

妊･

去
勢
手
術
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

餌
や
り
防
止
啓
発
看
板
を
配
布
し
ま
す

　

村
に
は「
庭
に
フ

ン
や
尿
を
さ
れ
て

臭
い
、処
理
に
困
っ

て
い
る
」な
ど
猫
に

よ
る
被
害
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
猫
は
、
餌
を
食
べ
ら
れ
る
場
所
に

集
ま
っ
て
繁
殖
し
ま
す
。
地
域
で
餌
や
り

を
防
止
す
る
た
め
、
希
望
す
る
班（
常
会
）

に
啓
発
看
板
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

◆
対　
　

象	

村
内
の
班（
常
会
）

◆
配
布
開
始
日	

２
月
15
日（
金
）

◆
申
し
込
み 

代
表
者
が
看
板
の
必
要

枚
数（
各
世
帯
１
枚
が
目
安
）を
取
り

ま
と
め
の
上
、
環
境
政
策
課（
役
場

行
政
棟
４
階
）へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
在
庫
が
あ
れ
ば
そ
の
場
で
、
な
け

れ
ば
後
日
お
渡
し
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ	

環
境
政
策
課
環
境

保
全
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１	

内
線

１
４
５
１
）

住宅用火災警報器を設置しましょう
火災から大切な命を守るために…

　「消防法」および「ひたちなか･東海広域事務組合火災予防条例」により、全ての住宅に火災警報器の
設置が義務付けられています。

▼住宅用火災警報器により功を奏した事例
　住宅の２階で就寝中に、寝具がヒーターに接触して出火。
住宅用火災警報器の警報音で目が覚め、階段を下りて玄関
から避難した。やけどを負ったものの命に別状はなかった。

▼点検をしましょう！
　電池が切れたときは、音声案内もしくは「ピッ…ピッ
…」という音が一定の間隔で鳴ります。その際は新しい
電池に交換してください。また、メーカーによって異な
りますが、本体の寿命はおおむね10年です。設置後10
年が経過したら、新しい警報器に交換することをお勧め
します（取扱説明書を参考に確認してください）。

▼消防職員を装った訪問販売にご注意ください！
　県内で、消防職員を装った不適切な訪問販売が発生し
ています。消防職員は消火器や住宅用火災警報器の訪問
販売は行っていません。不審な場合は、必ずはっきりと
断りましょう。

問い合わせ▼ひたちなか･東海広域事務組合消防本部予防課（☎271-0735）

　平成24年11月に村内の少年消防クラブ
員（小学６年生）431人の家庭を対象にアン
ケート調査を実施したところ約92％の方
が、住宅用火災警報器の設置が義務化され
たことを認識していました。設置状況は約
63％で、義務化されていない台所にも設
置していると答えた方が約40％いました。
また、平成24年に各種講習会等の参加者
で村内在住の方を対象に行った調査と合わ
せると959人のうち642人の方（約67％）
が住宅用火災警報器を設置していました。
　住宅火災による死者をなくすため
にも、まだ設置していない家庭は、
一日も早い設置をお願いします。

村内の設置状況は約67％！

猫なのにネズミ算？！

今飼っている猫が
子猫を産むと…

こんなに多くの猫を世話できますか？

メス

メス メス メス

成長した子猫がさらに子どもを産みます

東海村
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茨城県市町村総合事務組合では、平成25年度
「県民交通災害共済」の加入申し込みを受け付けて
います。これは、年一定額の会費を支払うと、加
入者が交通事故でけがや死亡した場合、その度合
いに応じて見舞金が給付される制度で、平成24
年９月現在、村では約5,600人が加入しています。
いざというときに見舞金を受け取ることがで

きる「県民交通災害共済」に、ご家族おそろいで、
ぜひご加入ください。

●大人…900円／人
●中学生以下（平成25年４月１日現在）…500円
／人	※村では、村内に住所を有する方で、平
成25年４月１日現在、４歳以上中学生以下の
方と70歳以上の方を対象に、会費の半額を助
成します。該当する方は、必ず印鑑（スタンプ
印不可）をお持ちください。

●死亡…100万円
●最低治療実日数３日以上の傷害…２万円

　日本国内の道路上等を運行中の自動車、バイ
ク、自転車等の接触･衝突･転落･転覆事故等に
よる人の死傷

　４月１日から平成26年３月31日までの１年間
※途中加入の場合は、申し込みの翌日から平成
26年３月31日までとなります。

　消防防災課（役場行政棟５階）に次の必要書類
をお持ちの上、ご請求ください。▼会員証	▼
運転免許証（免許の必要な車両を運転中に事故
を起こしたとき）	▼交通事故証明書（自動車安
全運転センター所長発行のもの）※この交通事
故証明書のない事故に基づく請求は、指定の「事
故申立書」を使用し、最高９等級（３万円）まで
（「災害区分別見舞金額一覧」参照）の給付となり
ます。	▼診断書（医師の診断書や柔道整復師･は
り師･きゅう師等の施術証明書）※カイロプラク
ティックなどは、診療行為から除外されます。

会費（１年間）

万一のときの見舞金

対象となる交通事故

共済期間

見舞金の請求手続き

※次のような事故の場合、見舞金の全部または
一部が給付されませんので、ご注意ください。
①会員または見舞金受取人の故意による事
故	②会員が無免許･酒気帯び運転中に生じた
事故またはその事実を承知で同乗していた事
故	③地震･洪水･暴風･その他の天災によって
生じた事故	④正当な理由なく医師の指示に
従わなかったとき	⑤会員または見舞金受取
人の重大な過失による事故	⑥法令に違反し、
茨城県市町村総合事務組合長が不適切と認め
る事故

消防防災課備え付けの「県民交通災害共済加
入申込書」に必要事項を記入の上、会費を添
えて、消防防災課防災防犯･交通安全担当（☎
282-1711	内線1524）へ申し込みください（平
成24年度の会員証がある方はお持ちくださ
い）。申し込みは年間を通して随時受け付けて
います。なお、出張受け付けも行います。

《出張受け付け期日等》

等級 災害区分 見舞金額
１ 死　　亡 100万円
２ 治療実日数181日以上の傷害 30万円
３ 治療実日数151日以上の傷害 25万円
４ 治療実日数121日以上の傷害 20万円
５ 治療実日数		91日以上の傷害 15万円
６ 治療実日数		61日以上の傷害 10万円
７ 治療実日数		41日以上の傷害 8万円
８ 治療実日数		21日以上の傷害 6万円
９ 治療実日数		８日以上の傷害 3万円
10 治療実日数		３日以上の傷害 2万円
身障 身体障害者１級･２級該当 50万円

災害区分別見舞金額一覧

期　日 時　間 場　所

２月21日（木）
10：00～11：30真崎コミュニティセンター

13：30～15：00中丸コミュニティセンター

２月25日（月）10：00～11：30白方コミュニティセンター

２月27日（水）13：30～15：00村松コミュニティセンター

２月28日（木）
10：00～11：30石神コミュニティセンター

13：30～15：00舟石川コミュニティセンター

●申し込み・問い合わせ●

家族そろって

加入しましょう県民交通災害共済

● 7



照
沼
小
学
校
の
施
設

見
学
会
を
開
催
し
ま
す

期　

日
▼
２
月
23
日（
土
）

時　

間
▼
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所
▼
照
沼
小
学
校

そ
の
他
▼
①
車
で
ご
来
場
の
際

は
、
村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い（
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

で
送
迎
）。
②
担
当
者
が
学

校
内
を
案
内
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
学
校
教
育
課

施
設
整
備
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１	

内
線
１
４
１
７
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●●それぞれに“華”があり、魅力がある
12月８日、東海文化センターで「人権週間記念フェスタ」が開催され、
俳優として活躍する八名信夫さんによる講演が行われました。けが
のためプロ野球選手から俳優へ転向、その後数々の悪役を演じ、「悪
役俳優」として多くの映画に名を残してきた八名さん――その経験を

「人生は何がきっかけで変わるか分からないから面白い」と語りまし
た。そして、悪役の持つ魅力についてさまざまなエピソードを交えて
紹介するとともに、現在活動を広げている青少年の育成についても
触れ、「悪いことは他人でも叱らなくてはいけない」と“気付かせる”こ
との大切さについて話しました。八名さんのテンポよい語り口と豊富
な話題は来場者を終始笑いに引き込み、和やかな講演となりました。

●新たな気持ちで消防･防災活動を！
１月13日、東海文化センターで「平成25年東海村消防
出初式」が行われ、消防団をはじめ自主防災組織等、
日ごろから消防･防災のために活動している関係者622
人が１年の決意を新たにしました。また、式典後に
は、村内の幼稚園や保育園で組織する幼年消防クラブ
の園児による演技や消防団（第４分団）の小型ポンプ操
法による放水などが披露され、活気あふれるひととき
となったほか、東海消防署の消防車両を先頭に消防団
員等の隊列が続く分列行進が行われ、村の消防･防災
を支える組織が一堂に会し、会場をにぎわせました。
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こんにちは！
村立東海病院です

問い合わせ●村立東海病院（☎282-2188）、保健年金課地域医療担当（☎287-0899）

「地域医療連携」をご存じですか
皆さんは「地域医療連携」という言葉を聞いたことがあるでしょうか。今回はこの「地域医

療連携」についてお話ししたいと思います。

■医療を取り巻く現状

　日本は国民皆保険により、自己負担は掛かった医療費の１～３割で済み、受診する病院を自由に選べ
る仕組みとなっています。しかし、病院の役割分担の不透明さや情報の少なさから、制度としては受診
しやすくても、具体的に、どの病院で、どのような医療を受けることができるのか分からないという方
が多いのではないでしょうか。そこで、地域に暮らすさまざまな医療ニーズをもつ患者さんに対応でき
るように「地域医療連携」という取り組みが重要になってきます。
■「地域医療連携」とは

　地域にある診療所やクリニック、
当院のような中小規模の病院や大き
な総合病院などが、患者情報の共有･
連携を行い、患者さんに必要な医療
を適切に提供できるようにする仕組
みのことです。
　村立東海病院には、地域の方々を
支援する窓口として地域医療連携室
という部署があり、他院への紹介や
他院からの紹介の受け付け、さまざま
な医療相談、入院患者さんの退院支
援等を行っています（右図参照）。その
役割を担っているのが医療ソーシャ
ルワーカーです。当院の地域医療連携室には看護師１人と医療ソーシャルワーカー２人が所属しています。
■医療ソーシャルワーカーの役割

　医療ソーシャルワーカーは傷病面ではなく、心理･社会的側面に焦点を当て、患者さんやその家族の
方がどのようなことで困っているのか理解するところから支援を始めます。単に医療資源の情報を提供
するのではなく、患者さんやその家族の方などと十分にお話しし、その人がその人らしく生活できるよ
うになるにはどうすべきかを一緒に考え、お手伝いしていきます。そのため、病院や診療所の他にも、

地域の施設や居宅介護支援事業所のケアマネージャーなどと一緒
に患者さんとその家族の方を支援していきます。
　例えば、どのくらい医療費が掛かるのか心配だ、退院後の生活
に不安がある、介護保険の手続きはどのようにすればいいのか、
施設入所したいので方法を知りたい、その他どこに相談していい
のか分からないというような困りごとがあれば、気軽に地域医療
連携室へご相談ください。

村立東海病院医療ソーシャルワーカー　宇
う つ の み や

都宮　弘
こ う じ

治

連携連携連携

共同

村立東海病院
地域医療連携室

公共施設（役場、な
ごみ･総合支援セン
ター、総合福祉セン
ター「絆」等）

地域の施設、居宅
介護支援事業所

患者さん

村立東海病院以外
の病院、診療所

● 9



て
も
ら
う
も
の
で
す
。
連
絡
を
受
け
た
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
状
況
確
認
と
場
合
に
よ
っ
て
は
関
係
機
関

と
連
携
し
て
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
事
業
所
が
確
認
す
る
ポ
イ
ン
ト

　

事
業
所
が
通
常
業
務
の
中
で
異
変
を
察
知
す
る
ポ
イ

ン
ト
の
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

●
前
に
配
達
し
た
商
品
が
そ
の
ま
ま
外
に
置
い
て
あ
る

●
ポ
ス
ト
に
新
聞
や
郵
便
物
が
た
ま
っ
て
い
る

●
い
つ
も
玄
関
ま
で
出
て
く
る
が
、
応
答
が
な
い

●
昼
間
な
の
に
外
灯
が
つ
い
た
ま
ま
で
あ
る
。
日
が
暮

れ
て
い
る
の
に
カ
ー
テ
ン
が
開
い
て
い
て
、
明
か
り

が
つ
い
て
い
な
い

　

村
で
は
、
地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
の
拡
充
を
目

指
し
、
こ
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
所･

企

業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

誰
も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地

域
づ
く
り
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解･

ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
な
ご
み･

総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
内	

☎
287
局
２に

こ

に

こ

５
２
５	

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
282
局

３
５
３
８)

　

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
紹
介
す
る

「
な
ご
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
」。
今
回
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
を
目
的
と
し
た「
要

援
護
者
見
守
り
活
動
」に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

●「
要
援
護
者
見
守
り
活
動
」と
は

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
み
、
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
の
方
等
が
安
心
し
て
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
が
、
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
昨
年
の
12
月
に
県
警
察
本
部
や
県
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
、
県
内
外
14
の
企
業･

団
体
と「
茨

城
県
に
お
け
る
地
域
の
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

村
で
も
、
昨
年
７
月
に
い
ば
ら
き
コ
ー
プ
、
パ
ル
シ

ス
テ
ム
茨
城
と「
要
援
護
者
の
見
守
り
活
動
に
関
す
る

協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
事
業
所
の
配
達
員
等
に
日
常
の
配
達
業
務

や
戸
別
訪

問
等
で
地

域
を
回
る

際
、
危
険

や
異
常
を

察
知
し
た

ら
、
地
域

包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

へ
連
絡
し

チ
ャ
ン
ネ
ル

56

※緊急時は
消防や警察
へ通報

▼見守り協力車両に
は、このようなマー
クが着いています

配達員等

※緊急時は
消防や警察
へ通報

報告

連絡

訪問

事業所

関係機関と連携して
必要な支援を実施

本人の状況確認

地域包括支援センター

国
民
年
金

だ 
よ 
り

年
金
か
ら
の
各
種
保

険
料（
税
）の
天
引
き

　

現
在
、
年
金
受
給
者
に
よ
っ
て
は
、
年
金
か
ら
国
民

健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険

料
、
住
民
税
が
天
引
き
さ
れ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
各
種
保
険
料（
税
）を
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
こ

と
に
よ
り
、
個
別
に
納
め
に
行
か
な
く
て
も
済
む
よ
う

に
す
る
た
め
で
す
。

■
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
当
た
っ
て
の
主
な
制
限

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
に
当
た
っ
て
は
、
年
金
の
種
類

や
年
金
額
に
よ
っ
て
一
定
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
天
引

き
さ
れ
る
方
は
主
に
左
表
の
①･

②
を
満
た
す
方
で
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ

い
て
年
金
天
引
き
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
未
納
が
な

い
場
合
、
口
座
振
替
に
よ
る
支
払
い
も
可
能
で
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内

線
１
１
３
３
）

種
　
別

①

②

国
民
健
康
保
険
税
65
歳
以
上
75
歳

未
満

老
齢･

退
職･

障
害
ま

た
は
死
亡
に
よ
る
年

金
受
給
が
あ
り
、
年

金
額
が
年
間
18
万
円

以
上
の
方

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料

75
歳
以
上
、
ま
た

は
65
歳
以
上
75

歳
未
満
で
後
期

高
齢
者
医
療
保

険
制
度
に
該
当

介
護
保
険
料

65
歳
以
上

住
民
税

65
歳
以
上

老
齢･

退
職
に
よ
る

年
金
受
給
が
あ
り
、

年
金
額
が
年
間
18
万

円
以
上
の
方
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暮
ら
し
の
中
の
マ
ー
ク

　

物
を
買
う
と
き
の
判
断
基
準
の
一
つ

に
い
ろ
い
ろ
な“
マ
ー
ク
”が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
中
の
食
品
に
関
係
す
る

“
マ
ー
ク
”の
一
部
を
取
り
上
げ
ま
す
。

■
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク

　

有
機
農
産
物
と
有
機
農
産
加
工
食
品

を
対
象
と
し
た「
農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質

表
示
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律（
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
）」に

基
づ
く
マ
ー
ク
で
す
。
農
林
水
産
省
に
認
定
さ

れ
た
機
関
が
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
に
適
合
し
た
生
産

が
行
わ
れ
て
い
る
か
検
査
し
、
認
定
さ
れ
て
初
め
て
表
示
で
き

ま
す
。
こ
の
マ
ー
ク
が
な
い
農
産
物
や
農
産
物
加
工
食
品
に「
有

機
」や「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
」と
い
っ
た
名
称
を
付
け
る
、
ま
た
は
紛

ら
わ
し
い
表
示
を
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
特
定
保
健
用
食
品（
ト
ク
ホ
）

　

健
康
の
維
持
、
増
進
と
病
気
の
予
防
に
役
立

て
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
食
品
を
対
象
と
し
た

「
健
康
増
進
法
」に
基
づ
く
マ
ー
ク
で
す
。
特
定

の
保
健
機
能
の
有
効
性
や
安
全
性
な
ど
に
関
す
る
科
学
的
根

拠
に
つ
い
て
国
の
審
査
を
受
け
、
消
費
者
庁
長
官
か
ら
許
可

を
与
え
ら
れ
た
食
品
に
付
け
ら
れ
ま
す
。
体
の
生
理
学
的
機

能
な
ど
に
影
響
を
与
え
る
保
健
機
能
成
分（
関
与
成
分
）を
含

み
、「
体
脂
肪
が
つ
き
に
く
い
」「
お
腹な

か

の
調
子
を
整
え
る
」な
ど

特
定
の
保
健
の
目
的
が
期
待
で
き
る
む
ね
の
表
示
が
で
き
ま

す
が
、「
高
血
圧
症（
高
血
圧
）を
改
善
す
る
」「
解
毒
作
用･

脂

質
代
謝
促
進
効
果
が
あ
る
」「
老
化
防
止
に
役
立
つ
」と
い
っ
た
、

効
能
を
断
定
す
る
よ
う
な
表
現
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
マ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
何
を
表
現
し
た

マ
ー
ク
か
よ
く
理
解
し
て
上
手
に
生
活
に
取
り
入
れ
た
い
で
す
ね
。

▼
問
い
合
わ
せ　

東
海
村
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
村
民
相
談

室
内	

☎
287
局
０
８
５
８
）

知っとく情報

村民
相談室

信発 ち
ゆ

ー

具
）を
担
当
し
、
子
ど
も
た
ち
を
ま
と
め
る
中
学

生
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
活
動
し
ま
し

た
。
定
期
清
掃
で
は
月
１
回
を
目
安
に
駅
周
辺
を

中
心
と
し
た
清
掃
活
動
を
、「
ふ
る
さ
と
少
年
教

室
」で
は
子
ど
も
た
ち
が
イ
ベ
ン
ト
の
企
画･

実
行

を
す
る
際
の
サ
ポ
ー
ト
役
を
し
、
伸
び
伸
び
と
活

動
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

青
年
会
に
入
り
た
て
の
こ
ろ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

対
し
て
の
基
礎
知
識
も
な
く
、
右
も
左
も
分
か
ら

な
い
状
態
で
し
た
が
、
活
動
を
続
け
て
い
く
う
ち

に
さ
ま
ざ
ま
な
気
付
き
が
あ
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
大
切
な
こ
と
は
、「
相
手
が
笑
顔
、
自
分

も
笑
顔
」「
常
に
自
問
自
答
」だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
に
と
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
一
番
う
れ
し

い
の
は
相
手
が
笑
顔
に
な
る
こ
と
で
す
。
相
手
が

笑
顔
に
な
る
＝
そ
の
活
動
は
意
味
の
あ
る
も
の
で

成
功
し
た
と
い
え
、
相
手
の
笑
顔
を
見
る
と
私
も

自
然
と
笑
顔
に
な
り「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
ろ
う
」と

励
み
に
な
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、そ
れ
と
同
時
に「
本

当
に
こ
れ
で
良
か
っ
た
の
か
」「
も
っ
と
良
い
方
法
は

な
か
っ
た
か
」と
疑
問
を
も
つ
こ
と
で
、
そ
の
活
動

を
よ
り
質
の
高
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
人
と
人
と
を
結
び
付
け
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
る
物
事
に
対
し
て
何
と
か

し
よ
う
と
思
う
人
た
ち
が
集
ま
り
、
活
動
を
通
し

て
絆
が
生
ま
れ
る
か
ら
で
す
。
実
際
に
私
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出

会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け

て
、
人
と
人
と
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

私
は「
東
海
村
青
年
会
」で
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
青
年
会
で
は
、
主
に
村
内
在
住･

在
勤
の
18

歳
か
ら
30
歳
ま
で
の
若
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
活
動
は「
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ

り
」や「
東
海
や
っ
た
ん
祭
」の
ス
タ
ッ
フ
、
定
期

清
掃
、「
ふ
る
さ
と
少
年
教
室
」の
実
行
委
員
で
す
。

「
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
」で
は
、
皆
と
一
緒
に
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
、リ
ユ
ー
ス
食
器（
回

収･

洗
浄
し
て
繰
り
返
し
使
用
す
る
容
器
）の
普
及

と
会
場
内
か
ら
出
る
ご
み
の
量
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け

る
こ
と
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。「
東
海
や
っ
た
ん

祭
」で
は
今
年
度
は“
ふ
わ
ふ
わ
”（
子
ど
も
用
の
遊

エッセー頑張る

今どきの
青少年

ＶＯＬ .  １３８

私
の
考
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

東
海
村
青
年
会

舟
石
川

石い

し

か

わ川
　
大だ

い

す

け輔
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【
俳　

句
】

お
年
玉
娘
に
も
ら
う
年
に
な
り

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

槍
ヶ
岳
新
雪
踏
ん
で
頂
上
へ

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

木
枯
し
の
踵
を
か
え
す
行
き
止
ま
り

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

葉
牡
丹
の
申
し
合
わ
せ
て
南
向
き

東　

海　

藤
木
は
る
か

春し
ゅ
ん
で
い泥
に
足
の
取
ら
る
を
見
ら
れ
け
り

村　

松　

松
本　

正
勝

か
に
か
く
に
凡ぼ

ん
ぶ夫
の
ま
ま
よ
去こ

ぞ年
今こ

と
し年

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

　
　
【
短　

歌
】

寒
風
の
吹
き
す
さ
ぶ
な
か
春
を
待
つ
額が

く

紫あ

じ

さ

い

陽
花
の
確
か
な
新
芽

外　

宿　

小
林
美
代
子

池
端
に
千
両
万
両
の
実
の
照て

れ
る
新
政
権

に
不
況
打
破
を　

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

眠
れ
ぬ
夜
新
聞
配
る
バ
イ
ク
音
夢
う
つ
つ

聞
く
寒
き
あ
け
ぼ
の村　

松　

高
橋　

正
弘

九く

と十
年と

せ

余
を
生
か
さ
れ
し
母
笑
み
な
が
ら

越
年
の
一
夜
縁え

に
し

を
語
る

内　

宿　

村
上　

文
江

自
死
を
せ
し
少
年
の
苦
悩
思
ひ
し
も
子
等

の
歓
声
校
庭
に
ひ
び
く

須
和
間　

十
津
川　

浩

如
月
の
寒
さ
厳
し
き
夜
の
庭
見
上
げ
る
空

に
平
和
を
祈
る

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

週
二
回
訪
な
ひ
く
る
る
孫
の
為
レ
シ
ピ
読

み
つ
つ
夕
餉
の
支
度
す

村
松
北　

黒
澤　

孝
子

雨
さ
む
く
降
り
つ
づ
く
な

か
わ
が
庭
に
磯
菊
が
咲
き

立
冬
近
し

村　

松　

桜
井　

秀
子

短
日
の
冬
至
冬
な
か
冬
始
め
秋
の
野
菜
を

今
日
は
囲
え
る　

船　

場　

舛
井
庫
之
助

福
袋
の
売
場
の
人
等
通
り
抜
け
わ
れ
の
初

買
い
老
眼
鏡
な
り

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

か
な
し
む
は
き
び
し
い
二
月
の
寒
さ
よ
り

豆
ま
き
の
声
な
き
世
間
の
流
れ
か
な

白
方
中
央　

根
本　

怜
子

新
年
会
唄
に
踊
り
に
笑
い
声
老
い
の
笑
顔

の
若
々
し
か
り

須
和
間　

柴
山　

靖
子

あ
る
じ
亡
き
孫
の
土
産
の
コ
ロ
助
が
一
人

置
か
れ
る
部
屋
の
片
隅

南　

台　

根
本
内
俊
男

ＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹ

■場　　　所　ＪＲ東海駅（駅舎１･２階）
■問い合わせ　東海駅コミュニティ施設管理室（☎287-3680）

【ギャラリーＡ（２階）】

▼期　　間	 ２月24日(日) ～３月２日(土)
▼時　　間	 午前10時～午後６時（最終日は午後３時閉館）
▼内　　容	 今 回
で20回展となる
土なかま彫塑展
は、茨城大学で
彫塑を専攻した
卒業生を中心と
した県内在住の
立体造形作家に
よる作品展です。陶･金属･テラコッタ･木･石などを素材
にした独創的な作品群をご堪能ください。

▼期　　間	 ３月３日(日) ～９日(土)
▼時　　間	 午前10時～午後６時（最終日は午後３時閉館）
▼内　　容	 平 安
仮名の美しさを
表現したいと学
んでいる仲間が
集い、かな書を
さらに広めたい
との思いで、１
年間の作品を発
表します。ぜひご覧ください。

【ギャラリーＢ（１階）】

▼期　　間 ２月24日(日) ～３月２日(土)
▼時　　間	 午前10時～午後６時（最終日は午後３時閉館）
▼内　　容	 土なかま彫塑展の
20回展を記念して、創立メン
バーである彫刻家･北沢努さん
（水戸市在住）の個展を開催し
ます。１回展出品作から最新
作まで、ブロンズや石こう･木
などを素材にした大作の数々
を中心に展示します。ぜひご
覧ください。

第20回土なかま彫塑展

かな書道 茨城藍筍会展

土なかま彫塑展20回記念
北沢努展
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公
売
地
▼
下
表
参
照

公
売
方
法
▼
▽
６
街
区
符
号
９
、
14
街
区

符
号
７
‐
２
、
17
街
区
符
号
２
は
、
村

内
、
村
外
を
問
わ
ず
随
意
契
約（
先
着

順
）に
よ
り
公
売
し
ま
す
。
▽
76
街
区

符
号
５
は
、
２
月
26
日（
火
）午
前
10
時

お知らせ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号	☎ 282-1711（代表）

ししし んんんーーーめめめ

平成 25年 1月１日現在（前月比）
世帯数 14,568 世帯 （－ 5）
総人口 37,789 人　 （－ 52）

●人口と世帯数●

実施日時 第１･３木曜日	午後７時まで
【実施課】主な取り扱い業務※

【住民課】住民登録、印鑑登録、パスポー
トの交付、各種証明書･許可書の発行等
【保健年金課】保険や年金に関する各種
手続き、母子健康手帳の交付等
【社会福祉課】保育所の手続き、児童手
当･児童扶養手当の申請等
【会計課】国税、県税、国民年金保険料
を除く各種税金･使用料等の支払い
【税務課】各種証明書の発行、村税納税
相談（要予約）
【水道課】上水道の手続き、上下水道料
金の支払いなど
※詳しくは、村公式ホームページをご覧ください。

●窓口業務時間延長●

●２月の休日診療●

受付時間 午前９時30分から午後２時まで※正午～午後１時を除きます。
期日 医療機関名 電話番号

10日（日）茨城東病院 282-1151
11日（月）東海クリニック 283-1711
17日（日）村立東海病院 282-2188
24日（日）尾形クリニック 282-4781
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼毎日…午後６時
30分～ 11時30分▼日曜日･祝日･年末年始

（12月29日～１月３日）…午前９時～午後５時

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎#8000）
全ての電話から（☎254-9900）

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

全ての電話から（☎0120-42-4848）

納期限 ２月28日（木）

納付
種別

固定資産税（第４期分）
国民健康保険税（第８期分）
後期高齢者医療保険料（第８期分）
介護保険料（第６期分）

●２月の納付●

暮
ら
し

利
用
期
間
▼
３
月
１
日（
金
）か
ら
平
成
26

年
２
月
28
日（
金
）ま
で

場
所
▼
白
方･

豊
岡
地
内
の
畑
地

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
の
方

募
集
区
画
▼
先
着
25
区
画
程
度

利
用
料
▼
１
区
画
当
た
り
３
０
０
０
円
／
年

（
１
区
画
約
50
㎡･

３
区
画
ま
で
利
用
可
）

・

２
月
15
日（
金
）以
降（
月
曜
日
を

除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
に
、
利
用
料
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内	

☎
287

局
７
８
６
７
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募 集

家
庭
菜
園
の
利
用
者
募
集

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

最
近
、
水
道
管
の
凍
結
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
水
が
出
な
く
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
水
道
管
が
破
裂
す
る
と
修
理
の
た

め
に
費
用
が
掛
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
水
道
管

を
凍
結
さ
せ
な
い
よ
う
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

水
道
管
の
凍
結
防
止
策
▼
①
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
の

保
温
材
を
入
れ
る
。
※
保
温
材
に
布
類

を
使
用
す
る
と
水
分
を
含
み
余
計
に
凍

結
し
や
す
く
な
る
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
②
露
出
し
て
い
る
水
道
管
に
保

温
材
を
巻
き
付
け
る
。
③
屋
外
に
あ
る

散
水
栓
の
水
抜
き
を
す
る
。

水
道
管
が
凍
結
し
た
場
合
▼
軽
い
凍
結
の

と
き
は
水
道
や
蛇
口
に
タ
オ
ル
を
巻
き
付

け
、
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
掛
け
て
く

だ
さ
い
。
熱
湯
は
絶
対
に
掛
け
な
い
で
く

だ
さ
い
。
ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
や
ス
ト
ー
ブ

等
を
使
っ
て
溶
か
す
の
も
有
効
で
す
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合
▼
東
海
村
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者（
村
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
課
業
務
担
当（
内
線
１
１
５
２
）

東
海
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業

地
内
の
保
留
地
を
公
売
し
ま
す

か
ら
２
０
１
委
員
会
室（
役
場
議
会
棟

２
階
）で
抽
選
に
よ
り
公
売
し
ま
す（
村

内
に
土
地
や
建
物
ま
た
は
住
所
を
有
す

る
方
で
、１
世
帯
に
つ
き
１
人（
共
有
可
）

が
対
象
）。
※
抽
選
参
加
者
が
い
な
い

場
合
は
、
村
外
の
方
も
購
入
で
き
ま
す
。

・

２
月
25
日（
月
）ま
で（
土･

日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
に
、
区
画
整
理
課

（
役
場
行
政
棟
２
階
）備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
①
本
籍

地
発
行
の
身
分
証
明
書
②
申
込
者
本
人

の
住
民
票
抄
本
③
前
年
度
の
納
税
証

街
区
符
号（
面
積
）

価
格

６
街
区
符
号
９

（
２
０
９
㎡
）
１
１
４
９
万
５
０
０
０
円

14
街
区
符
号
７
‐
２

（
２
４
３
㎡
）
１
１
２
２
万
６
６
０
０
円

17
街
区
符
号
２

（
３
３
４
㎡
）
１
７
３
０
万
１
２
０
０
円

76
街
区
符
号
５

（
２
７
２
㎡
）
１
４
６
０
万
６
４
０
０
円

明
書
④
そ
の
他
必
要
書
類
―
―
を
添

え
て
、
区
画
整
理
課
管
理
担
当（
内
線

１
２
１
３
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 13



福
祉

　

障
が
い
者
の
職
業
的
自
立
を
支
援
す
る
た

め
、「
障
害
者
就
職
面
接
会
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
２
月
27
日（
水
）

時
間
▼
午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所
▼
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸（
水

戸
市
宮
町
１
‐
６
‐
１
）

参
加
費
▼
無
料

・

参
加
を
希
望
す
る
求
職
者
と
求
人

事
業
者
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
戸（
☎
231

局
６
２
２
１
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
」を
開
催

「
障
害
者
就
職
面
接
会
」を
開
催

「
と
う
か
い
環
境
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催

期
日
▼
２
月
16
日（
土
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
▼
総
合
体
育
館

内
容
▼
気
象
予
報
士･
本
庄
美
奈
子
さ
ん（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送
局
）に
よ
る
講
演
、
照
沼

小
学
校
の
児
童
に
よ
る
環
境
学
習
の
発

表
、
エ
コ
カ
ー
の
展
示
、
団
体
や
企
業
に

よ
る
環
境
へ
の
取
り
組
み
内
容
の
展
示
、

も
っ
た
い
な
い
バ
ザ
ー
、
模
擬
店
な
ど

入
場
料
▼
無
料

と
う
か
い
環
境
村
民
会
議
事
務
局（
環

境
政
策
課
内	

内
線
１
４
５
４
）

常
陸
那
珂
火
力
発
電
所
で
ボ
イ
ラ

配
管
内
の
清
掃
を
実
施
し
ま
す

　

常
陸
那
珂
火
力
発
電
所
で
は
、
現
在

建
設
中
の
２
号
機（
出
力
１
０
０
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト･

石
炭
専
焼
）の
試
運
転
の
た
め
、

ボ
イ
ラ
配
管
内
の
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。

大
気
へ
の
蒸
気
の
放
出
と
大
き
な
音
が
発

生（
１
日
10
～
15
回
、
１
回
当
た
り
１
分

程
度
）し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
環
境
へ
の
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

期
間
▼
２
月
17
日（
日
）か
ら
25
日（
月
）ま
で

時
間
▼
午
前
６
時
～
午
後
９
時

場
所
▼
常
陸
那
珂
火
力
発
電
所
構
内（
照

沼
７
６
８
‐
２
３
）

東
京
電
力
株
式
会
社
常
陸
那
珂
火
力
発

電
所
環
境
担
当（
☎
387
局
４
８
５
７
）

健
康･

医
療

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

期
日
▼
２
月
19
日（
火
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時（
正
午

～
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所
▼
役
場
行
政
棟
東
側
玄
関
ロ
ビ
ー

持
参
す
る
も
の
▼
①
自
動
車
運
転
免
許
証

等
の
身
分
を
証
す
る
も
の（
初
め
て
献

血
す
る
方
と
過
去
の
献
血
で
本
人
確
認

が
済
ん
で
い
な
い
方
の
み
）②
献
血
手

帳･
献
血
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
の
み
）

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

　

県
で
は
、“
い
の
ち
を
支
え
る
絆
づ
く
り
”

に
つ
い
て
、
自
殺
予
防
研
究
の
第
一
人
者

で
あ
る
高
橋
祥よ

し
と
も友

さ
ん（
筑
波
大
学
教
授
）

や
自
殺
予
防
に
取
り
組
む
団
体
と
共
に
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
２
月
22
日（
金
）

時
間
▼
午
後
１
時
～
４
時
30
分

場
所
▼
茨
城
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

定
員
▼
先
着
４
６
０
人

「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
」を
開
催

茨
城
県
自
殺
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す

入
場
料
▼
無
料

茨
城
県
精
神
保
健
協
会（
☎
241
局

３
３
５
２
）

中
央
公
民
館
特
別
講
座「
太
陽
光
発
電

導
入
の
為
の
基
礎
知
識
」を
開
催
し
ま
す

　

太
陽
光
発
電
導
入
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

日
時
▼
３
月
16
日（
土
）	

午
前
10
時
～
正
午

場
所
▼
中
央
公
民
館

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤･

在
学
の
方

定
員
▼
50
人	

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

講
師
▼
穂ほ
き
や
ま

岐
山
孝
司
さ
ん（
太
陽
光
発
電

協
会
）

受
講
料
▼
無
料

・

２
月
23
日（
土
）（
必
着
）ま
で
に
、

村
内
公
共
施
設
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
中
央
公
民
館

（
〒
３
１
９
‐
１
１
１
５	

船
場
７
６
８	

☎

282
局
３
３
２
９
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

東
海
ワ
ン
コ
イ
ン
劇
場
２
０
１
２

作
品･

期
日
お
よ
び
上
映
開
始
時
間
▼
「
宇

宙
兄
弟
」（
出
演･

小
栗
旬
）…
２
月
16
日

（
土
）	

①
午
前
10
時	

②
午
後
１
時	

③
午

後
４
時	

「
テ
ル
マ
エ･

ロ
マ
エ
」（
出
演･

阿

部
寛
）…
２
月
17
日（
日
）	

①
午
前
10
時	

②
午
後
０
時
40
分	

③
午
後
３
時
20
分

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

教
養･

ス
ポ
ー
ツ

国
の
登
録
文
化
財「
照
沼
家
住
宅
主
屋
」の

カ
ヤ
葺
き
替
え
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

日
時
▼
２
月
23
日（
土
）	

午
後
１
時
～
２
時

場
所
▼
照
沼
信
邦
家（
茨
城
東
病
院
付
近
）

そ
の
他
▼
小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

・

２
月
21
日（
木
）ま
で
に
、
電
話（
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分	

土･

日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で

生
涯
学
習
課
文
化･
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

（
内
線
１
４
２
３	

syougaigakusyu@

vill.tokai.ibaraki.jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
※
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
を

「
カ
ヤ
葺
き
替
え
見
学
会
参
加
希
望
」と

し
、
氏
名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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そ
の
他

募 集

サ
ク
ラ
ン
ボ
学
童
ク
ラ
ブ
の

指
導
員
を
募
集
し
ま
す

職
種
等
▼
白
方
小
学
校
児
童
の
授
業
終
了

後
に
お
け
る
健
全
育
成
に
従
事
す
る
指

導
員（
若
干
名
）

雇
用
要
件
▼
▽
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
▽

児
童
福
祉
施
設
の
職
員
を
養
成
す
る
学

校
を
卒
業
し
た
▽
保
育
士･

社
会
福
祉

士
の
資
格
を
有
す
る
▽
幼
稚
園･

小
中

学
校
教
諭
の
資
格
を
有
す
る
―
―
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

勤
務
日
時
▼
原
則
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
午
後
１
時
～
６
時
30
分
の
う
ち

４
時
間
30
分
程
度（
小
学
校
の
長
期
休

業
期
間
を
除
く
）※
土
曜
日
と
祝
日
に

勤
務
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

勤
務
場
所
▼
サ
ク
ラ
ン
ボ
学
童
ク
ラ
ブ

（
白
方
小
学
校
に
隣
接
）

サ
ク
ラ
ン
ボ
学
童
ク
ラ
ブ（
☎
287
局

０
０
０
４
）※
午
後
１
時
～
６
時
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募 集

ア
イ
ダ
ホ
フ
ォ
ー
ル
ズ
市
一
般
訪
問

団
員
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

国
際
親
善
姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ア
イ
ダ
ホ
フ
ォ
ー
ル
ズ
市
か
ら
来
訪（
４
月

18
日
～
26
日
）す
る
一
般
訪
問
団
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。※
詳
し
く
は
、

村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
等
▼
４
月
19
日（
金
）か
ら
21
日（
日
）

東
海
村
農
業
委
員
会
委
員
一
般

選
挙
の
お
知
ら
せ

投
票
日
時
▼
３
月
17
日（
日
）	

午
前
７
時

～
午
後
６
時	

※
告
示
日
は
、
３
月
12

日（
火
）と
な
り
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会
日
時･

場
所
▼
２
月

22
日（
金
）	

午
前
９
時
か
ら･

２
０
３
委
員
会

室（
役
場
議
会
棟
２
階
）※
立
候
補
を
予
定

し
て
い
る
方
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

立
候
補
届
け
出
受
付
日
時･

場
所
▼
３
月

12
日（
火
）	

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時･

２
０
５
会
議
室（
役
場
行
政
棟
２
階
）

東
海
村
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内	

内
線
１
３
１
３
）

ま
で
、
一
般
訪
問
団
員
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
村
内（
近
隣
市
町
も
可
）

の
家
庭（
６
世
帯
）	

※
応
募
者
多
数
の

場
合
は
選
考
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
▼
３
月
下
旬
と
４
月
上
旬
に
事
前

説
明
会
が
あ
り
ま
す
。

・

２
月
28
日（
木
）ま
で
に
、
ま
ち
づ

く
り
国
際
化
推
進
課（
役
場
行
政
棟
３

階	

内
線
１
３
４
２
）ま
た
は
姉
妹
都
市

交
流
会
館（
☎
282
局
０
５
３
５
）備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

業
務
内
容
等
▼
役
場
内
売
店
の
運
営
や
経

理
補
助
、
団
体
生
命
保
険
事
務
の
補
助

等
の
業
務（
２
人
程
度
）

雇
用
要
件
▼
①
東
海
村
役
場
に
通
勤
が
可

能
②
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド･
エ
ク
セ
ル
）の
基

本
的
な
操
作
が
で
き
る
③
普
通
自
動
車

運
転
免
許
を
有
す
る
―
―
を
満
た
す
方

雇
用
期
間
▼
４
月
１
日
～
平
成
26
年
３
月

31
日（
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

勤
務
日
時
▼
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

（
祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
１
時
ま
た
は
午
後
０
時
45
分
～
５
時

15
分（
シ
フ
ト
勤
務
）

賃
金
等
▼
賃
金
…
時
給
８
３
０
円
か
ら	

諸
手
当
…
通
勤
手
当	

福
利
厚
生
…
雇

用
保
険
に
加
入

選
考
方
法
▼
３
月
９
日（
土
）に
面
接
試
験

を
行
い
ま
す
。

募 集

東
海
村
職
員
共
済
会

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

・

２
月
28
日（
木
）ま
で（
土･

日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
に
、
履
歴
書（
顔
写

真
貼
付
）と
運
転
免
許
証
の
写
し
を
持

参
の
上
、
人
事
課
給
与
厚
生
担
当（
内

線
１
３
２
２
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

職
種
等
▼

雇
用
期
間
▼
４
月
１
日
～
平
成
26
年
３
月

31
日（
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

賃
金
等
▼
賃
金	

①
②
…
時
給
１
０
７
０

円	
③
④
…
時
給
１
３
５
０
円	

⑤
…

８
７
０
円　

諸
手
当
…
通
勤
手
当　

福

利
厚
生
…
社
会
保
険
と
雇
用
保
険
に
加

入（
⑤
は
雇
用
保
険
の
み
）

選
考
方
法
▼
面
接
試
験
、
作
文「
最
近
の

職種等 雇用要件

①
ボランティア
コーディネーター
（１人程度）

▼パソコン（ワード･エクセル）の基
本的な操作ができる▼普通自動車
運転免許を有する――を満たす方

②児童厚生員（２人程度）
普通自動車運転免許を有し、▽保
育士▽幼稚園教諭▽小･中学校教諭
――のいずれかの資格を有する方

③看護師（１人程度）
▼看護師の資格を有する▼普通自動
車運転免許を有する――を満たす方

④介護支援専門員（１人程度）

▼介護支援専門員の資格を有する
▼パソコン（ワード･エクセル）の基
本的な操作ができる▼普通自動車
運転免許を有する――を満たす方

⑤オペレーター（２人程度）
パソコン（ワード･エクセル）の基
本的な操作ができる方

募 集

東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会

臨
時
職
員
等
募
集

ニ
ュ
ー
ス
で
関
心
の
あ
る
出
来
事
に
つ
い
て

取
り
上
げ
、
そ
れ
に
つ
い
て
自
分
の
意
見

や
感
想
を
述
べ
な
さ
い
」（
８
０
０
字
程
度
）

試
験
日
▼
３
月
１
日（
金
）

・

東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
282
局

２
８
０
４
）備
え
付
け
の
願
書
と
履
歴
書

（
顔
写
真
貼
付
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

雇
用
要
件
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し
と
作

文
を
持
参
の
上
、
２
月
27
日（
水
）ま
で（
土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

入
場
料
▼
５
０
０
円
／
人（
全
席
自
由･

３

歳
以
上
有
料
）※
前
売
り
券
の
販
売
は

あ
り
ま
せ
ん
。

東
海
文
化
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
８
５
１
１
）
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私
の
妊
娠
が
分
か
っ
た
の
は
、
平
成

21
年
の
元
日
の
こ
と
で
し
た
。
楽
し
い

妊
婦
生
活
を
期
待
し
て
い
た
の
で
す
が
、

極
度
の
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
だ
っ
た
私
は
、

常
飲
し
て
い
た
薬
を
飲
む
こ
と
が
で
き

ず
、
泣
き
な
が
ら
過
ご
す
毎
日
と
な
り

ま
し
た
。
外
出
も
最
低
限
し
か
で
き
な

い
…
そ
ん
な
つ
ら
く
長
い
妊
婦
生
活
を

経
て
、
わ
が
家
に
待
望
の
第
１
子
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
自
分
の
足
で
一
歩
ず
つ
進

み
、
実
を
結
ぶ
人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
い
、

そ
う
願
い「
歩あ

ゆ

こ

結
子
」と
名
付
け
ま
し
た
。

　

歩
結
子（
３
歳
）は
母
乳
を
よ
く
飲
み
、

ご
飯
も
よ
く
食
べ
、
大
き
な
け
が
や
病
気

も
せ
ず
、
初
め
て
育
児
を
す
る
主
人
と

私
に
と
っ
て
手
の
掛
か
ら
な
い
子
で
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
人
見
知
り
が
ひ
ど
く
、
慎

重
派
で
、
公
園
や
児
童
セ
ン
タ
ー
に
何
度

行
っ
て
も
、
か
た
く
な
に
私
か
ら
離
れ
よ

う
と
し
な
い
甘
え
ん
坊
な
子
で
し
た
。
そ

ん
な
娘
を
見
て「
ど
う
し
て
う
ち
の
子
は

こ
う
な
の
だ
ろ
う
。
愛
情
不
足
な
の
か
…
。

他
の
人
が
母
親
だ
っ
た
ら
も
っ
と
違
っ
た

か
も
し
れ
な
い
」な
ど
と
悲
観
的
に
考
え

て
ば
か
り
い
ま
し
た
。
頻
繁
に
連
れ
て
い

け
ば
慣
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
毎
日
の
よ

う
に
足
し
げ
く
通
い
ま
し
た
が
、娘
が
や
っ

と
私
か
ら
離
れ
る
の
は
、他
の
友
達
が
帰
っ

た
後
の
静
ま
り
返
っ
た
夕
方
な
の
で
し
た
。

　

そ
れ
を
娘
の
短
所
だ
と
思
っ
て
い
た

私
た
ち
で
す
が
、
ハ
ロ
ー
ベ
ビ
ー
ス
ク
ー

ル
や
育
児
サ
ー
ク
ル
、
お
稽
古
事
を
通
じ

て
出
会
っ
た
友
人
た
ち
の
お
か
げ
で
、「
娘

の
ペ
ー
ス
で
い
い
の
だ
。
見
守
ろ
う
」と

思
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
不
思
議
と
娘

は
少
し
ず
つ
私
か
ら
離
れ
て
遊
べ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。
私
は“
ゆ
っ
く
り
見

守
る
こ
と
”の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
娘
は
、
私
た
ち
に

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

育
て
て
い
る
よ
う
で
、
娘
に
育
て
ら
れ
て

い
る
の
だ
な
あ
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。

こ
の
先
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
ど
ん
な
と
き
で
も
娘
と
向
き
合

い
、
私
た
ち
を
大
切
に
育
て
て
く
れ
た
両

親
の
よ
う
な
親
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

４
月
に
娘
は
幼
稚
園
に
入
園
、
６
月

に
は
第
２
子
が
生
ま
れ
ま
す
。
幸
い
、
ア

レ
ル
ギ
ー
体
質
も
改
善
さ
れ
、
体
調
も
よ

く
、
楽
し
い
妊
婦
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

近
ご
ろ
は
娘
を
抱
っ
こ
し
よ
う
と
す
る
と
、

「
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
が
つ
ぶ
れ
ち
ゃ
う
か

ら
お
ん
ぶ
で
い
い
よ
」と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
「
私
た
ち
の
下
に
生
ま
れ
て
き
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
」―
―
毎
晩
娘
の
寝

顔
を
見
な
が
ら
そ
う
思
い
ま
す
。

●
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と
う
か
い　
２
月
10
日
号

夢は…。“ピアノの先生”
中丸小学校５年●小

こ ざ わ

澤晏
あ ゆ み

弓
　私は、ピアノを習い始めた５歳のときから、将来の
夢を聞かれると、「ピアノの先生になりたい」と迷うこ
となく答えています。
　尊敬しているピアニストの一人に辻井伸行さんがい
ます。大みそかに見たＮＨＫ紅白歌合戦では、東日本
復興支援ソング「花は咲く」のピアノの伴奏をしていま
した。いつ聴いても、辻井さんの演奏は優しさにあふ
れ、心に響きます。目が不自由な辻井さんは、譜面が
読めない、鍵盤の位置が見えないなどのハンディがあ
り、何倍もの努力を重ねています。私は、いつも母か
ら「そんな練習量では無理よ。先生になるのは諦めな
さい」と言われます。辻井さんを思うたび、自分は恵
まれているのに…とその練習不足を恥ずかしく感じま
す。その思いを忘れずに練習に励み、聴く人の心に響
く音色を奏でられるようになりたいです。

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-143

ちびっこ
美術館

“たこ揚げ”
　幼稚園のみんなとたこ揚げをしてい
るところを描いてくれた庵くん（６歳）。
手作りのたこには、えとのヘビを描い
たそうです。「風が強くなったときは
ブランコよりも高く揚がったよ！」とう
れしそうに話してくれました。

くん
●田

た な か

中 庵
いおり石　神

幼稚園

わ
が
家
の

子
育
て
奮
戦
記


